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本論文においては､SMM の磁気的挙動を走査型 トンネル顕微鏡 (STM)で原子レベルの空間分解能をもっ
て明らかにしようとするものである.単分子メモリーや量子コンピューターへの期待からSMMの研究は
活発であるが､スピンの挙動を原子レベル制御した研究はほとんど無 く､本論文は高い新規性を有してい
ると考えられる｡
sMM試料分子は2層のフタロシアニン (Pc)を配位子とするテルビウム錯体 (big(ph血alocyaninato)
terbium (III)complex(TbPc,))を用いている｡スピンの検知には孤立 したスピンと伝導電子の相互作用
によって引き起こされる現象である近藤効果をsTMで検出する手法を用いている｡近藤ピークに特徴的
な鋭いフェルミ準位付近のピーク (ZBP)が観察されたが､これは配位子であるフタロシアニンに存在す
る不対パイ電子が近藤ピークを形成していることを示した｡従来､この手法は金属原子に対して用いられ
ていたが､SMM分子について近藤効果を検出した例は他に無い｡
同時に局所的な電流によりスピンを変化させる実証にも成功 している｡TbPc2分子の上下層の相対的な
回転角度を､分子に流れるンネル電流で変化させる手法を用いている｡ トンネル電流は分子にエネルギー
を与え､分子の動きや化学反応を起こすことが可能であるが､本論分では向かい合う配位子の回転角度を
変化させている｡ トンネル電流で配位子を回転させる前後で､磁石としての性質をオン･オフさせること
に成功している｡スピンの局所的な制御は世界中で開発競争が行われているが､電流を用いて単一スピン
単位で制御した例は他に無く､博士論文として適当と考える｡
これらの実験は､自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡一
色弘成提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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